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 認知科学が形を成した 1970 年代中ごろを始めとして、その短い歴史を

振り返ったとき、中心テーマの一つとして人の「学習」の解明が掲げられ

ていたことは言うまでもない。そこを起源として学習の研究が一つの重要

なテーマとして、今でも続いていると言えるだろう。この歴史の中で多様

な学習研究があったが、それが成し遂げたものが何か、多様な取り組みで

あったが故に、必ずしも明確になっているわけではない。	
 

	
 このワークショップでは、学習研究の歴史の中で、何が成し遂げられた

のかを振り返り、そこから今後の学習研究を進めるための指針を議論する。

それぞれの話題提供者には自分の領域を中心に、何が分かってきたのか、

何が分かってこなかったのか、得られたものまたは乗り越えるべきものが

何かなど、重要事項を紹介してもらい、今後の認知科学研究をさらに進展

させていくための指針を議論していく。	
 

	
 なお、フロアの参加者にも、その場で問題になることを互いに議論し発

表してもらう時間を取る、という試みを行うことで、真のワークショップ

としての知の交流を目指す。	
 

	
 また、以下のページにこのワークショップの発表資料などワークショッ

プに関わる関連情報を掲げ、当日のワークショップにおける活動の時間、

空間の制約を少なくし、より広がりのあるインターラクティブなセッショ

ンを実現することを試みる。	
 

	
 	
 	
 http://miyakemind.com/study/jcss/jcss2004ws.html	
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